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中
国
地
区
氏
子
青
年
神
道

青
年
合
同
研
修
会
報
告

平
成
五
年
九
月
十
一
・
十
二

日
米
子
市
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

米
子
に
於
い
て
第
二
十
七
回
中

国
地
区
氏
子
青
年
・
神
道
青
年

合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

主
題
『
日
本
人
を
支
え
る
も

の
」
ｌ
祭
る
心
・
祈
る
心
ｌ
趣

旨
国
の
精
神
的
基
礎
が
薄
ら
ぎ

揺
ら
ぎ
つ
つ
、
諸
外
国
に
於
て

分
裂
崩
壊
の
現
状
を
見
る
今
日
、

日
本
国
は
何
に
そ
の
精
神
的
基

礎
を
お
く
の
か
。
日
本
固
有
の

民
族
信
仰
、
不
思
議
な
生
命
力

を
持
ち
続
け
る
神
道
、
皇
室
の

尊
厳
護
持
を
統
一
義
と
し
神
道

の
基
本
的
性
格
（
こ
こ
ろ
）
の

東
部
若
葦
会

東
部
若
葦
会
は
、
若
手
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
に
至
る
ま
で
幅
広
く

活
動
で
き
る
会
で
あ
り
ま
す
。

本
会
の
も
っ
と
も
重
要
か
つ

有
意
義
な
活
動
と
し
て
は
、
夏

叶

季
研
修
会
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

神
職
と
し
て
の
必
修
科
目
で
あ

る
神
社
祭
式
行
事
作
法
、
因
幡

相
伝
楽
、
早
朝
に
は
旗
を
執
り

行
な
い
ま
す
。
又
、
十
一
月
に

は
卓
上
研
修
会
を
行
な
い
ま
す
、

今
年
は
、
若
葦
会
も
三
十
周
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
会
の

歴
史
を
ふ
り
返
る
意
味
で
、
倉

田
八
幡
宮
宮
司
の
永
江
則
英
先

生
よ
り
「
若
葦
会
の
あ
ゆ
み
」

と
い
う
演
題
で
お
話
し
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
我
が
会
の
副
会

長
田
中
倫
明
氏
か
ら
は
、
伊
勢

神
宮
式
年
遷
宮
に
御
奉
仕
さ
れ

た
体
験
談
を
お
話
し
し
て
頂
き

ま
し
た
。
二
月
に
は
新
年
初
会

合
を
予
定
し
て
お
り
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
は
か
り
ま
す
。

我
々
会
員
一
同
は
、
こ
の
先

の
「
三
十
周
年
記
念
事
業
」
へ
一
す
が
、
関

五
年
に
一
度
の
大
事
業

成
功
裡
に
終
了

今 や煙い段 季
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西

単

位

会

の

取

り

組

み

､鑓》"需抵、
佐々木先生講演

回
復
が
必
要
で
あ
り
、
我
々
神

道
人
は
共
に
考
え
て
ゆ
こ
う
／

開
講
式
で
は
、
県
神
道
青
年

会
佐
々
木
克
秀
会
長
歓
迎
の
言

葉
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
県
神

社
庁
米
原
尊
昭
副
庁
長
・
佐
々

木
春
美
西
部
支
部
長
等
の
挨
拶

を
頂
き
講
演
に
は
い
っ
た
。

講
演
で
は
、
国
立
名
古
屋
工

業
大
学
助
教
授
佐
々
木
英
昭
先

生
の
「
巫
女
と
し
て
の
平
塚
ら

い
て
う
」
一
般
に
は
知
ら
れ
て

い
な
い
一
面
の
講
話
を
拝
聴
し
、

分
科
会
で
は
氏
子
青
年
「
氏
子

青
年
と
し
て
の
ま
つ
る
心
」
・

神
道
青
年
「
ま
つ
る
心
・
祈
る

心
を
如
何
に
伝
え
る
か
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
各
県
よ
り
意

見
発
表
、
質
問
等
意
見
が
白
熱

し
た
。
ま
た
夕
食
懇
親
会
で
は

勇
壮
な
「
が
い
な
太
鼓
」
の
披

露
の
中
、
友
情
の
輪
を
拡
げ
て

い
っ
た
。

二
日
目
は
、
全
国
で
も
有
名

に
な
っ
た
上
淀
廃
寺
へ
、
ま
ず

境
港
市
立
図
書
館
長
畠
中
弘
先

生
の
「
神
将
の
謎
」
ｌ
古
代
人

信
仰
の
形
態
ｌ
と
い
う
講
話
を

拝
聴
し
資
料
館
の
展
示
品
出
土

西
部
青
年
神
職
会
は
、
会
員

相
互
の
融
和
向
上
、
切
瑳
琢
磨

を
図
り
以
て
神
社
神
道
の
興
隆

を
期
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
勝
田
神
社
に

於
け
る
建
国
祭
の
奉
仕
と
史
跡

め
ぐ
り
等
で
す
。
史
跡
め
ぐ
り

は
会
員
及
び
一
般
参
加
者
と
の

相
互
親
睦
と
温
故
知
新
を
目
的

と
し
て
、
西
部
支
部
の
御
支
援

を
受
け
て
毎
年
六
月
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
会
発
足
か
ら
執

り
行
な
わ
れ
、
形
態
の
変
遷
は

あ
り
ま
す
が
、
先
輩
会
員
各
位

の
御
努
力
の
も
と
、
本
会
の
主

要
事
業
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
交
通
網
の
整
備
に
伴
い

各
種
の
小
旅
行
が
隆
盛
す
る
昨

今
で
は
、
参
加
者
の
確
保
と
共

に
目
的
地
の
選
定
に
苦
慮
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

む
け
て
、
大
い
に
奮
起
し
て
い

る
現
在
で
す
。

西
部
青
年
神
職
会

係
各
位
の
協

へ

1 h

（
’

力
の
も
一
い
ま
す
。

慧言；割
頭
鵠
雫
：
面
匙込

品
の
説
明
を
受
け
、
上
淀
廃
寺

近
辺
の
風
景
を
眺
め
つ
つ
古
代

ロ
マ
ン
に
思
い
を
つ
の
ら
せ
た
。

ま
た
西
伯
郡
淀
江
鎮
座
日
吉

神
社
正
式
参
拝
の
後
、
社
務
所

に
て
閉
講
式
を
行
な
っ
た
。

県
神
青
五
年
に
一
度
の
大
事

業
で
あ
っ
た
が
、
先
輩
諸
氏
の

暖
か
い
御
助
成
と
会
員
の
一
致

協
力
の
も
と
、
無
事
終
了
し
た
。

若
葦
会
会
長

松
田
直
也

ｌ
氏
子
青
年
会
分
科
会
報
告
ｌ

境
港
市
の
白
尾
・
西
灘
両
神

社
氏
子
青
年
会
と
共
に
、
鳥
取

県
の
氏
子
青
年
会
の
代
表
と
し

て
参
加
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

氏
子
青
年
会
の
分
科
会
「
氏
子

青
年
と
し
て
の
祭
る
心
」
の
報

中
部
青
年
神
職
会
で
は
、
皇

太
子
殿
下
の
御
婚
儀
を
記
念
し
、

皇
太
子
殿
下
御
成
婚
記
念
植
樹

を
、
本
年
度
の
事
業
に
掲
げ
ま

し
た
・当

初
は
、
初
秋
の
予
定
で
し

た
が
、
祭
・
七
五
三
等
の
関
係

で
集
う
時
が
な
く
、
各
会
員
の

都
合
が
つ
く
の
が
、
十
一
月
二

十
三
日
だ
け
と
い
う
状
況
の
中

で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
気
温
も
低
く
、
雨
が

降
り
し
き
る
中
、
カ
ッ
パ
・
長

靴
姿
で
、
篭
守
神
社
境
内
地
の

榊
を
、
鎮
霊
神
社
本
殿
横
に
植

樹
し
ま
し
た
。

身
の
清
め
ら
れ
る
よ
う
な
天

候
の
中
で
の
植
樹
、
数
年
後
に

は
立
派
な
榊
に
育
つ
こ
と
と
思

と
毎
年
三
十
名
前
後
の
参
加
者

を
得
て
存
続
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
役
員
一
同
英
知
を
結

集
し
、
発
展
的
に
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
の
活
動
を

中
部
青
年
神
職
会 資料館にて

告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、
今
回
参
加
し

た
各
氏
子
青
年
会
の
代
表
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
事
業
活
動
報

告
や
運
営
状
況
、
問
題
点
等
の

報
告
を
し
た
後
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
質
疑
応
答
の
形
で
進
行

さ
れ
ま
し
た
。

事
業
活
動
報
告
で
は
、
ど
の

氏
子
青
年
会
も
数
多
く
の
神
社

行
事
の
奉
仕
を
こ
な
し
な
が
ら

氏
子
町
内
親
睦
球
技
大
会
、
例

大
祭
前
夜
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

バ
ザ
ー
、
稚
児
行
列
、
家
族
懇

親
会
等
氏
子
青
年
会
の
事
業
も

独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動

を
展
開
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

氏
子
青
年
会
の
活
動
を
し
て
い

く
上
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

次
に
、
運
営
並
び
に
問
題
点

で
は
、
一
番
多
か
っ
た
事
は
、

運
営
費
の
捻
出
と
入
会
者
不
足

問
題
で
、
ほ
と
ん
ど
の
会
が
会

費
収
入
だ
け
で
は
足
り
ず
、
お

祭
り
の
際
に
模
擬
店
を
開
い
た

り
、
大
晦
日
に
福
引
き
や
お
御

酒
、
ぜ
ん
ざ
い
、
甘
酒
等
を
販

売
し
て
そ
の
利
益
を
運
営
費
に

平成4年度決算及び5年度予算書 三二一事
、 ､ 、

三二一重
､ ､ 、 平

成
五
年
度
鳥
取
県
神
道
青
年
会
事
業
計
画

点
目
標

神
道
青
年
と
し
て
の
意
識
の
昂
揚
と
自
己
研
修
の
実
践

単
位
会
の
相
互
交
流
を
進
め
る

神
青
協
活
動
方
針
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
進
め
る
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業

第
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十
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中
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青
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の
発
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位
会
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事
業
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Ｏ
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５
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５
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３
３
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５
２
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科 目

総会． 實

役員会費

事業費

対外派遣助成

事務費

神胄協負担金

地区負担金

特別積立金

予備費

支出合計

額
聰
明
叩
叩
調
聰
明
叩
叩
詔

算
Ｏ
Ｏ
５
０
２
０
０
０
７

決
Ｏ
Ｏ
７
０
１
０
０
０
８

罐
ｑ
５
ａ
５
ａ
恥
ａ
ｑ
ｑ

４
２
１
２
３
１
５
２
１
０

１

３

蕊

当
て
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
事

業
を
こ
な
し
て
い
く
に
は
会
費

収
入
だ
け
で
は
た
し
か
に
難
し

い
が
、
運
営
費
の
補
填
の
為
だ

け
の
営
利
事
業
で
は
な
く
、
会

員
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を
絞
り

汗
を
流
し
な
が
ら
成
功
さ
せ
れ

ば
会
員
相
互
の
連
携
信
頼
が
よ

り
一
層
密
に
な
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

会
員
拡
大
の
問
題
は
、
各
氏

子
青
年
会
の
共
通
の
問
題
で
す

が
、
先
ず
現
在
の
会
員
が
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
、
更

に
は
神
社
活
動
の
み
な
ら
ず
、

地
域
発
展
の
為
の
活
動
も
活
発

に
行
っ
て
い
け
ば
、
ま
た
別
の

展
望
が
開
け
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

賀
茂
神
社
氏
子
青
年
会
葵
会

平
成
五
年
度
会
長
宮
脇
久
司 氏青分科会

…科 目 ，

会 費；
助成金鯛､
寄贈金

繰越金

収入合計

蕊5年度予算額．

1 1 1 ，000円

200，000円

1 ，000円

14，91 1円

326，91 1円

4年度決算額‘。

108，000円

200，000円

0円

7，786円

315，786円
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十
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日
米
子
市
ホ
テ
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サ
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米
子
に
於
い
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十
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回
中

国
地
区
氏
子
青
年
・
神
道
青
年

合
同
研
修
会
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開
催
さ
れ
た
。

主
題
「
日
本
人
を
支
え
る
も

の
」
ｌ
祭
る
心
・
祈
る
心
ｌ
趣

旨
国
の
精
神
的
基
礎
が
薄
ら
ぎ

揺
ら
ぎ
つ
つ
、
諸
外
国
に
於
て

分
裂
崩
壊
の
現
状
を
見
る
今
日
、

日
本
国
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何
に
そ
の
精
神
的
基

礎
を
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く
の
か
。
日
本
固
有
の

民
族
信
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、
不
思
議
な
生
命
力

を
持
ち
続
け
る
神
道
、
皇
室
の

尊
厳
護
持
を
統
一
義
と
し
神
道

の
基
本
的
性
格
（
こ
こ
ろ
）
の

東
部
若
葦
会

東
部
若
葦
会
は
、
若
手
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
に
至
る
ま
で
幅
広
く

活
動
で
き
る
会
で
あ
り
ま
す
。

本
会
の
も
っ
と
も
重
要
か
つ

有
意
義
な
活
動
と
し
て
は
、
夏

９

季
研
修
会
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

神
職
と
し
て
の
必
修
科
目
で
あ

る
神
社
祭
式
行
事
作
法
、
因
幡

相
伝
楽
、
早
朝
に
は
旗
を
執
り

行
な
い
ま
す
。
又
、
十
一
月
に

は
卓
上
研
修
会
を
行
な
い
ま
す
。

今
年
は
、
若
葦
会
も
三
十
周
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
会
の

歴
史
を
ふ
り
返
る
意
味
で
、
倉

田
八
幡
宮
宮
司
の
永
江
則
英
先

生
よ
り
「
若
葦
会
の
あ
ゆ
み
」

と
い
う
演
題
で
お
話
し
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
我
が
会
の
副
会

長
田
中
倫
明
氏
か
ら
は
、
伊
勢

神
宮
式
年
遷
宮
に
御
奉
仕
さ
れ

た
体
験
談
を
お
話
し
し
て
頂
き

ま
し
た
。
二
月
に
は
新
年
初
会

合
を
予
定
し
て
お
り
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
は
か
り
ま
す
。

我
々
会
員
一
同
は
、
こ
の
先

の
「
三
十
周
年
記
念
事
業
」
へ

五
年
に
一
度
の
大
事
業

成
功
裡
に
終
了

！
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佐々木先生講演

回
復
が
必
要
で
あ
り
、
我
々
神

道
人
は
共
に
考
え
て
ゆ
こ
う
／
、

開
講
式
で
は
、
県
神
道
青
年

会
佐
々
木
克
秀
会
長
歓
迎
の
言

葉
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
県
神

社
庁
米
原
尊
昭
副
庁
長
・
佐
々

木
春
美
西
部
支
部
長
等
の
挨
拶

を
頂
き
講
演
に
は
い
っ
た
。

講
演
で
は
、
国
立
名
古
屋
工

業
大
学
助
教
授
佐
々
木
英
昭
先

生
の
「
巫
女
と
し
て
の
平
塚
ら

い
て
う
」
一
般
に
は
知
ら
れ
て

い
な
い
一
面
の
講
話
を
拝
聴
し
、

分
科
会
で
は
氏
子
青
年
「
氏
子

青
年
と
し
て
の
ま
つ
る
心
」
・

神
道
青
年
「
ま
つ
る
心
・
祈
る

心
を
如
何
に
伝
え
る
か
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
各
県
よ
り
意

見
発
表
、
質
問
等
意
見
が
白
熱

し
た
。
ま
た
夕
食
懇
親
会
で
は

勇
壮
な
「
が
い
な
太
鼓
」
の
披

露
の
中
、
友
情
の
輪
を
拡
げ
て

い
っ
た
。

二
日
目
は
、
全
国
で
も
有
名

に
な
っ
た
上
淀
廃
寺
へ
、
ま
ず

境
港
市
立
図
書
館
長
畠
中
弘
先

生
の
「
神
将
の
謎
」
ｌ
古
代
人

信
仰
の
形
態
ｌ
と
い
う
講
話
を

拝
聴
し
資
料
館
の
展
示
品
出
土

西
部
青
年
神
職
会

西
部
青
年
神
職
会
は
、
会
員

相
互
の
融
和
向
上
、
切
瑳
琢
磨

を
図
り
以
て
神
社
神
道
の
興
隆

を
期
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
勝
田
神
社
に

於
け
る
建
国
祭
の
奉
仕
と
史
跡

め
ぐ
り
等
で
す
。
史
跡
め
ぐ
り

は
会
員
及
び
一
般
参
加
者
と
の

相
互
親
睦
と
温
故
知
新
を
目
的

と
し
て
、
西
部
支
部
の
御
支
援

を
受
け
て
毎
年
六
月
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
会
発
足
か
ら
執

り
行
な
わ
れ
、
形
態
の
変
遷
は

あ
り
ま
す
が
、
先
輩
会
員
各
位

の
御
努
力
の
も
と
、
本
会
の
主

要
事
業
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
交
通
網
の
整
備
に
伴
い

各
種
の
小
旅
行
が
隆
盛
す
る
昨

今
で
は
、
参
加
者
の
確
保
と
共

に
目
的
地
の
選
定
に
苦
慮
す
る

こ
と
が
多

す
が
、
関

む
け
て
、
大
い
に
奮
起
し
て
い

る
現
在
で
す
。係

各
位
の
協
力
の
も
一
い
ま
す
。

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

へ

! h

0 噸

鰯雲
堀に

て
閉
講
式
を
行
な
っ
た
。

県
神
青
五
年
に
一
度
の
大
事

業
で
あ
っ
た
が
、
先
輩
諸
氏
の

暖
か
い
御
助
成
と
会
員
の
一
致

協
力
の
も
と
、
無
事
終
了
し
た
。

若
葦
会
会
長

松
田
直
也

品
の
説
明
を
受
け
、
上
淀
廃
寺

近
辺
の
風
景
を
眺
め
つ
つ
古
代

ロ
マ
ン
に
思
い
を
つ
の
ら
せ
た
。

ま
た
西
伯
郡
淀
江
鎮
座
日
吉

神
社
正
式
参
拝
の
後
、
社
務
所

楽
し
み
な
が
ら
の
活
動
を

Ｉ
氏
子
青
年
会
分
科
会
報
告
ｌ

境
港
市
の
白
尾
・
西
灘
両
神

社
氏
子
青
年
会
と
共
に
、
鳥
取

県
の
氏
子
青
年
会
の
代
表
と
し

て
参
加
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

氏
子
青
年
会
の
分
科
会
「
氏
子

青
年
と
し
て
の
祭
る
心
」
の
報

中
部
青
年
神
職
会
で
は
、
皇

太
子
殿
下
の
御
婚
儀
を
記
念
し

皇
太
子
殿
下
御
成
婚
記
念
植
樹

を
、
本
年
度
の
事
業
に
掲
げ
ま

し
た
。当

初
は
、
初
秋
の
予
定
で
し

た
が
、
祭
・
七
五
三
等
の
関
係

で
集
う
時
が
な
く
、
各
会
員
の

都
合
が
つ
く
の
が
、
十
一
月
二

十
三
日
だ
け
と
い
う
状
況
の
中

で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
気
温
も
低
く
、
雨
が

降
り
し
き
る
中
、
カ
ッ
パ
・
長

靴
姿
で
、
篭
守
神
社
境
内
地
の

榊
を
、
鎮
霊
神
社
本
殿
横
に
植

樹
し
ま
し
た
。

身
の
清
め
ら
れ
る
よ
う
な
天

候
の
中
で
の
植
樹
、
数
年
後
に

は
立
派
な
榊
に
育
つ
こ
と
と
思

と
毎
年
三
十
名
前
後
の
参
加
者

を
得
て
存
続
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
役
員
一
同
英
知
を
結

集
し
、
発
展
的
に
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

中
部
青
年
神
職
会

資料館にて

告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、
今
回
参
加
し

た
各
氏
子
青
年
会
の
代
表
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
事
業
活
動
報

告
や
運
営
状
況
、
問
題
点
等
の

報
告
を
し
た
後
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
質
疑
応
答
の
形
で
進
行

さ
れ
ま
し
た
。

事
業
活
動
報
告
で
は
、
ど
の

氏
子
青
年
会
も
数
多
く
の
神
社

行
事
の
奉
仕
を
こ
な
し
な
が
ら

氏
子
町
内
親
睦
球
技
大
会
、
例

大
祭
前
夜
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

バ
ザ
ー
、
稚
児
行
列
、
家
族
懇

親
会
等
氏
子
青
年
会
の
事
業
も

独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動

を
展
開
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

氏
子
青
年
会
の
活
動
を
し
て
い

く
上
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

次
に
、
運
営
並
び
に
問
題
点

で
は
、
一
番
多
か
っ
た
事
は
、

運
営
費
の
捻
出
と
入
会
者
不
足

問
題
で
、
ほ
と
ん
ど
の
会
が
会

費
収
入
だ
け
で
は
足
り
ず
、
お

祭
り
の
際
に
模
擬
店
を
開
い
た

り
、
大
晦
日
に
福
引
き
や
お
御

酒
、
ぜ
ん
ざ
い
、
甘
酒
等
を
販

売
し
て
そ
の
利
益
を
運
営
費
に

三二一事
、 、 、

平成4年度決算及び5年度予算書 重
点
目
標

一
、
神
道
青
年
と
し
て
の
意
識
の
昂
揚
と
自
己
研
修
の
実
践

二
、
単
位
会
の
相
互
交
流
を
進
め
る

三
、
神
青
協
活
動
方
針
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
進
め
る

平
成
五
年
度
烏
取
県
神
道
青
年
会
事
業
計
画

へハ

業

第
二
十
七
回
中
国
地
区
氏
子
青
年
・
神
道
青
年
合
同
研
修
会

県
神
青
通
信
の
発
行

単
位
会
に
お
け
る
事
業
の
推
進

〔収入の部〕

〔支出の部〕

額
叩
叩
叩
叩
銅
叩
叩
叩
叩
詔

算
Ｏ
Ｏ
５
０
２
０
０
０
７

決
Ｏ
Ｏ
７
Ｏ
１
０
０
０
８

一
壱
一
茎
？
１
７
７
＄
７
，
７
９

句
０
５
５
５
３
７
５
０
０

４
２
１
２
３
１
５
２
１
０

１

３

科 目

総会費

役員会費

事業費

対外派遣助成

事務費

神胄協負担金

地区負担金

特別積立金

予備費

支出合計

額
叩
聰
明
叩
叩
聰
明
叩
個
個

算
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
１

予
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
０
０
４
９

度
ｑ
５
ｑ
５
ａ
ａ
ａ
ｑ
ａ
ａ

碑
２
１
３
３
１
５
２
１
１
２

１

３

当
て
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
事

業
を
こ
な
し
て
い
く
に
は
会
費

収
入
だ
け
で
は
た
し
か
に
難
し

い
が
、
運
営
費
の
補
填
の
為
だ

け
の
営
利
事
業
で
は
な
く
、
会

員
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を
絞
り

汗
を
流
し
な
が
ら
成
功
さ
せ
れ

ば
会
員
相
互
の
連
携
信
頼
が
よ

り
一
層
密
に
な
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

会
員
拡
大
の
問
題
は
、
各
氏

子
青
年
会
の
共
通
の
問
題
で
す

が
、
先
ず
現
在
の
会
員
が
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
、
更

に
は
神
社
活
動
の
み
な
ら
ず
、

地
域
発
展
の
為
の
活
動
も
活
発

に
行
っ
て
い
け
ば
、
ま
た
別
の

展
望
が
開
け
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

賀
茂
神
社
氏
子
青
年
会
葵
会

平
成
五
年
度
会
長
宮
脇
久
司

I

氏青分科会

科 目

会 費

寄贈金

繰為越金
収入合計

5年度予算額凝

1 1 1 ，000円

200，000円

1 ，000円

14，91 1円

326，91 1円

4年度決算額

108，000円

200，000円

0円

ワ,｢786円

315，786円
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鳥取神青通信鳥取神青通信 平成5年12月15日 (4)第2号(1) 平成5年12月15日 第2号

氏
名
遠
藤
隆

〈
え
ん
ど
う
た
か
し
）

住
所
境
港
市
上
道
町
六
五
三

奉
務
神
社上

道
神
社

神
職
と
し
て
早
二
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
事
や
失
敗
が
多
く
、
そ
の

度
に
「
ま
だ
二
年
生
な
の
だ
か

ら
」
と
い
う
自
己
弁
護
の
思
い

と
、
「
も
う
二
年
生
な
ん
だ
か

ら
」
と
い
う
自
己
叱
吃
の
思
い

が
頭
の
中
で
交
錯
す
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

皆
様
の
御
指
導
御
鞭
燵
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
早
く
一
人
前
の
神

職
と
な
れ
る
よ
う
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

度
い
年
に
会
長
と
い
う
お
役
目

を
頂
い
た
こ
と
を
感
謝
し
な
が

ら
も
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を

六
月
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
一
さ
て
鳥
取
県
神
道
青
年
会
は
、

会
員
各
位
の
御
推
挙
に
よ
り
不
一
先
輩
方
が
斯
世
の
尖
兵
と
し
て

肖
私
が
会
長
と
い
う
大
役
を
仰
一
立
ち
上
が
ら
れ
て
よ
り
前
米
原

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
一
会
長
に
至
る
ま
で
に
築
き
上
げ

も
と
よ
り
会
長
の
重
責
を
担
－
ら
れ
た
輝
か
し
い
実
績
・
成
果

い
得
る
知
識
も
才
能
も
持
ち
合
一
を
更
に
少
し
で
も
評
価
の
戴
け

せ
な
い
浅
学
非
才
、
若
輩
者
で
一
る
よ
う
な
活
動
を
し
な
け
れ
ば

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
諸
先
輩
、
一
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
会
員
各
位
の
御
指
導
と
御
一
神
職
は
悠
久
の
伝
統
を
守
る

協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
全
力
を
一
事
も
重
要
な
役
割
の
ひ
と
つ
で

あ
げ
て
務
め
上
げ
た
い
と
思
い
一
す
。
し
か
し
時
代
は
万
物
流
転

ま
す
。
一
守
る
べ
き
事
、
変
え
る
べ
き
事

皇
太
子
殿
下
の
御
成
婚
、
そ
一
こ
の
激
動
の
時
代
の
中
、
入
ま

し
て
二
十
年
に
一
度
の
伊
勢
神
一
か
せ
で
い
い
の
で
す
か
。
我
々

宮
式
年
遷
宮
と
い
う
誠
に
目
出
一
自
身
の
手
で
ま
ず
出
来
る
事
か

し

新
入
会
員
紹
介

就
任
挨
拶

罰

；,に

瀞
, 抵 舎鞠4

群鳥
取
神
青
通
信

-件油唖

鶴 J零
塁

齢 譜

鰐
鳥
取
県
神
道
青
年
会
会
長

佐
々
木
克
秀

A

氏
名
池
本
靖

雨
け
も
と
や
す
し
）

住
所
東
伯
町
槻
下
七
七
七

奉
務
神
社槻

下
神
社

私
が
槻
下
神
社
禰
宜
に
就
任

し
ま
し
て
六
年
目
も
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
も
う
新
人
と

は
呼
ん
で
も
ら
え
な
く
な
る
頃

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

何
分
兼
職
が
ゆ
え
に
、
経
験

知
識
と
も
に
何
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
自
分
で
す
が
、
一
人

の
神
職
と
し
て
、
意
義
あ
る
活

動
と
自
分
自
身
の
向
上
に
と
勤

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

ら
始
め
て
み

せ
ん
か
。
全

す
れ
ば
、
そ 全そ

も
な
い
と
信

員
の
総
力
を
結
集

う
難
し
い

う
難
し
い

よ
う
で
は
あ
り
ま

こ
と
で

じ
て
お
り
ま
す
。

へ

心
1

（
Ｉ４

昨
年
の
七
月
に
本
務
、
鳥
取

大
神
宮
の
禰
宜
に
就
任
。
神
社

人
の
一
人
と
し
て
長
い
長
い
歩

み
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
昭
和
四
十
八
年
生
ま
れ
で
、

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
目
下
の

と
こ
ろ
県
内
最
年
少
の
神
主
さ

ん
で
し
ょ
う
か
。

氏
名
大
澤
祥
之

〈
お
お
ざ
わ
よ
し
ゆ
き
）

住
所
鳥
取
市
弥
生
町
一
七
一

奉
務
神
社鳥

取
大
神
社

日
常
の
奉
仕
の
中
で
も
私
よ

り
、
は
る
か
人
生
の
先
輩
の
方

々
を
相
手
に
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
、
少
々
閉
口

し
て
い
ま
す
。

あ
せ
ら
ず
大
地
を
歩
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長

副
会
長

″″
理
事

〃〃〃″″″〃″
監
事

〃

事
務
局

直
前
会
長 県

役
員
紹
介

⑧第2
ロ
言佐

々
木
克
秀
（
西
）

松
田
直
也
（
東
）

前
田
史
宣
（
中
）

門
脇
豊
文
（
西
）

田
中
倫
明
（
東
）

霧
林
敦
（
東
）

田
中
明
博
（
東
）

河
合
鎮
徳
〈
中
）

井
上
智
史
（
中
）

池
本
靖
（
中
）

高
橋
司
郎
（
西
）

細
谷
博
高
（
西
）

安
江
昌
史
（
西
）

宇
田
川
和
人
（
東
）

船
越
芳
昭
（
中
）

青
砥
一
彦
（
西
）

米
原
尊
仁
（
中
）

発行元

鳥取県神道青年会

編集

中部青年神職会

兼
ね
て
よ
り
ご
案
内
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
鎮
物
の
斡
旋
を

県
神
道
青
年
会
は
継
続
事
業
と

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
少

し
で
も
お
安
く
斡
旋
す
る
様
に

努
め
て
お
り
ま
す
為
、
事
業
収

入
と
し
て
は
幾
何
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
薄
利
多
売
を
持
っ
て
県

神
道
青
年
会
運
営
資
金
の
一
助

に
な
る
様
、
会
員
一
同
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

何
分
会
員
数
も
少
な
く
、
そ

の
中
で
他
県
に
伍
し
て
会
の
運

営
を
行
っ
て
行
く
為
に
は
、
皆

様
方
の
ご
助
力
を
仰
が
ざ
る
を

得
な
い
窮
状
を
お
酌
み
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。

申
し
込
み
お
問
い
合
わ
せ
は

東
部
／
鳥
取
市
古
海
四
一

霧
林
敦

中
部
／
倉
吉
市
大
宮
四
二
’
二

井
上
智
史

西
部
／
米
子
市
立
町
四
丁
目

佐
々
木
克
秀

尚
、
事
業
運
営
に
関
す
る
ご

意
見
等
も
併
せ
お
寄
せ
下
さ
い
。

頂
き
つ
つ
一

会
員
各
位
の
御
指
導
御
協
力
を

の
器
で
無
い
こ
と
は
、

知
致
し
て
お
り
ま
す
。

中
国
地
区
理
事

米
原
尊
仁

平
成
五
年
三
月
十
二
日
、
岡

山
県
の
牛
窓
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
中
国
地
区
連
絡
会
議
に
於

き
ま
し
て
、
不
肖
私
が
神
道
青

年
全
国
協
議
会
（
神
青
協
）
の

中
国
地
区
理
事
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
地
区
理
事
は
、
中

国
五
県
の
持
ち
回
り
と
な
っ
て

お
り
、
本
年
度
は
我
が
鳥
取
県

の
当
番
県
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

神
青
協
に
は
、
地
区
選
出
の

理
事
の
他
に
会
長
指
名
理
事
が

あ
り
、
そ
の
会
長
指
名
理
事
に

は
、
山
口
県
の
防
府
天
満
宮
禰

宜
鈴
木
宏
明
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
・地

区
理
事
の
主
た
る
仕
事
は

中
央
と
地
区
の
連
絡
係
と
心
得

て
い
ま
す
が
、
固
よ
り
私
は
浅

学
非
才
の
身
で
あ
り
、
正
に
そ

神
青
協
・
中
国
地
区

理
事
に
就
任
し
て

事
務
局
だ
よ
り
一
お
宮
の
榊

へハ

一
年
間
の
任
期
を

重
々
承

先
輩
。

全
一
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
で
は
、
榊
は
自
生
の
北

限
か
ら
外
れ
て
い
る
為
か
、
榊

に
不
自
由
し
「
し
ぶ
の
木
」
を

使
用
し
て
居
る
神
社
が
多
く
、

驚
く
と
同
時
に
榊
の
大
切
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
玉
串
に
使
用
し
た

榊
を
括
木
に
し
て
み
た
処
、
根

付
き
、
二
年
余
り
で
五
十
セ
ン

チ
程
に
育
ち
、
そ
の
後
、
境
内

に
定
植
し
、
宮
司
さ
ん
に
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。
通
常
の
描
木

の
要
領
で
育
て
れ
ば
育
ち
ま
す

の
で
、
苗
木
が
手
に
入
ら
な
い

方
は
一
度
試
さ
れ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

各
神
社
の
宮
司
さ
ん
方
は
榊

を
非
常
に
大
切
に
さ
れ
、
使
う

枝
も
吟
味
を
重
ね
、
息
子
に
も

滅
多
に
切
ら
せ
な
い
程
だ
と
聞

い
た
事
が
あ
り
ま
す
。

神
社
に
育
っ
て
い
る
榊
は
、

宮
司
さ
ん
や
先
祖
の
思
い
が
籠

っ
た
榊
で
あ
り
、
奉
仕
に
掛
け

る
真
心
と
共
に
、
育
く
ん
で
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
、
魂

前
田
史
宣
（
中
部
）

う
致
し
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
年
九
月
十
一

日
・
十
二
日
の
両
日
米
子
市
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
中

国
地
区
氏
青
・
神
青
合
同
研
修

会
は
、
地
区
理
事
と
し
て
迎
え

た
訳
で
す
が
、
県
内
会
員
各
位

の
地
道
な
御
努
力
に
よ
り
ま
し

て
無
事
終
了
致
し
、
深
く
感
謝

す
る
次
第
で
す
。

特
に
佐
々
木
克
秀
県
会
長
の

御
膝
下
の
西
部
青
神
の
皆
様
に

は
、
一
糸
乱
れ
ぬ
連
携
と
多
大

な
労
力
に
依
り
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
を
行
っ
て
頂
き
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
地
区
理
事
の
立
場
に

於
い
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
七
年
三
月
に
、
神
青
協

中
央
研
修
会
が
、
山
口
県
で
開

催
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
研
修
会
は
、
中
国

地
区
で
お
受
け
し
た
研
修
会
で

す
の
で
、
鳥
取
県
神
道
青
年
会

に
於
き
ま
し
て
も
、
御
理
解
を

頂
き
御
協
力
の
程
宜
し
く
お
願


